
塩化

通常固

た高温

で液体

ナトリウム（食塩）に代表

体であり、溶融するには

を必要とします。これに対

の有機塩が数多く見出され

される無機塩は

といっ

して近年、常温

、その特質から

ン

揮

が

イオン性液体の特徴として

濃度でありながら低粘性の

発性で優れた熱安定性を有

挙げられます。また、有機

、高極性かつ高イオ

液体であること、不

していること、など

塩なので両イオンの

注目を

まだ統

“イオ

イオ

アルキ

しくは

さらに

集めるようになりました。

一された呼称が与えられ

ン性液体”が主流になって

ン性液体の多くは三級アミ

ルを反応させた四級アンモ

その対イオンであるハロゲ

他のアニオンに交換したも

これらの塩には

ていませんが、

います。

ンにハロゲン化

ニウム塩か、も

ン化物イオンを

のです。現在よ

構

ン

の

で

は

興

造設計が比較的容易となり

の組み合わせにより、その

と考えられます。

これらの特性から、イオン

利用されるようになりまし

、溶媒として用いることに

味深い反応が見出されてい

、アニオンとカチオ

物性は制御できるも

性液体は様々な分野

た。有機合成分野で

より、今までにない

ます。また、含フッ

く知ら

ル誘導

原子を

れているイオン性液体の多

体由来のアンモニウムカチ

多く含むアニオンの組み合

くはイミダゾー

オンと、フッ素

わせです。

素

と

を

触

い

子

電

のイオン性液体を用いた反

水を反応後に加え、その三

有機層に、副生成物の無機

媒のみをイオン性液体層に

う分離抽出系も考案されて

デバイスの分野では、電気

解液として実用化されてい

応では、非極性溶媒

層分離から、目的物

塩を水層に抽出し、

残して再利用すると

います。さらに、電

二重層キャパシタの

ます。

イオン性液体に用いられる代表的なカチオン・アニオン

は

い

て

製

このように既存のイオン性

、有機合成及び化学工学の

ます。今後は、有機化合物

、用途に応じた新たなイオ

する段階に移行していくも

（有機材料研

液体を利用する試み

分野を中心に進んで

である特徴を活かし

ン性液体を設計・調

のと考えられます。

究室 石垣 友三）



電子

で発生

を使用

とがあ

機器に影響をあたえるノイ

する雷のような自然ノイズ

することによって発生する

ります。人工的なノイズの

ズには、自然界

と、私達が電気

人工的なノイズ

一番よい例は、

こ

結

こ

（

こで、一方の線に交流電圧

合により他方の線に の

れを、線間クロストークノ

）誘導結合によるノイズ

を加えると容量

電圧が発生します。

イズといいます。

インダ

する場

コンデ

くても

しても

化すれ

クタンスや静電容量の回

合です。もう少し正確にい

ンサに流れる電流を断続す

、純粋な抵抗を流れる電

、その電圧または電流が短

ば大きなノイズとなります

路を

うと、コイルや

ることに限らな

流を

時間に大きく変

。これは“電圧

電

し

電

る

ノ

図 に示すように、二つの

流 が流れると、導線のま

ます。この磁束がもう一方

圧 が誘起されます。こ

いは誘導結合といいます。

イズとして伝導します。

回路のうちの一方に

わりには磁束が発生

の回路と鎖交すると

の現象を電磁誘導あ

発生した電圧 は

の時間

なる”

流せば

す。こ

波が発

電源系

イズと

当たりの変化分が大きいと

、といってもよいでしょう

、その導体の周囲には電界

の電界や磁界が時間的に変

生して外部に放射されたり

統を伝わったり（伝導性ノ

して伝導します。このよう

大きなノイズに

。導体に電流を

、磁界ができま

化をすると電磁

（放射性ノイズ）、

イズ）して、ノ

にノイズは電流

や電圧

次に

（ ）

配線

る場合

なくて

の変化する部分で発生しま

、いくつかのノイズについ

容量結合によるノイズ

を平行に走らせている場合

、線路間には、特にコンデ

も図 に示すように、浮遊

す。

て説明します。

や束ねて使用す

ンサ等を挿入し

容量（導体と対

（

利

ま

）過渡現象によるノイズ

リレー、モータ、電磁バル

用したものは大きなインダ

す。このインダクタンスと

図 誘導結合

ブのような電磁石を

クタンスをもってい

、その他の寄生的な

地間

に呼び

で結合

、 、導体間の静電容

ます）が存在し静電誘導に

されます。

量 をこのよう

より互いに容量

イ

路

ス

し

性

ご

ンダクタンス、並びに浮遊

を形成し、流れていた電流

パイク状の逆起電圧が生じ

ます。

当研究所には、このような

ノイズの試験装置や測定装

利用いただけます。

容量によって共振回

を急に切ると大きな

、ノイズとして伝導

伝導性ノイズや放射

置があり、いつでも

図 容量結合

参考文献

解析ノイズ・メカニズム

ノイズ対策ハンドブック

ノイズ対策研究会編

（制御技術研

岡村・ 出版社

伊藤 監修

日刊工業新聞社

究室 白川 輝幸）

図 誘導結合



名古

一環と

ており

環境コ

月

屋市では姉妹都市・南京市

して毎年 名の工業技術研

、本年は生産技術コースに

ースに任建武さんが 月

日まで研修を受けられ 月

との交流事業の

修生を受け入れ

李 さん、資源

日に来名され、

日に帰国され

と

て

協

お

を生かし、環境保全に取組

おられました。

最後に、お忙しい中この研

力を賜りました企業等の関

礼を申し上げます。

んでいきたい」と言っ

修のために多大なご

係者の皆様方に厚く

ました

李

新技術

ており

され環

推進に

。

さんは、南京化建産業グル

開発の企画や産業廃棄物処

、任建武さんは、南京市環

境保護情報処理や環境保護

携わっておられます。お二

ープで新製品・

理の研究をされ

境保全局に勤務

プロジェクトの

人とも環境関連

技術と

主に当

ど環境

学等を

それぞ

いう共通のテーマをお持ち

市の環境保全の取組みにつ

関連施設の見学や企業の最

通して学んでいただきまし

れの立場で「帰国後はこの

ということで、

いて清掃工場な

新生産設備の見

た。お二人とも

研修で学んだこ

写真 李 さん（左）、

（金属技術研究

（環境技術研究

任建武さん（右）

室長 内藤 寛）

室長 奥田 英史）

名古

の促進

受け入

名の

材料

屋市では、マレーシアとの

と友好親善を図るため、工

れています。今年度も、去

方が約 週間の研修を受け

技術コースのモハマド・ロ

経済・技術交流

業技術研修生を

る 月 日から、

られました。

フィ・ビン・ヤ

ト

組

る

つ

ワークシステムをはじめと

んでいる情報関連事業につ

とともにその概要を理解し

今回の研修が、お二人のこ

ことを願っております。ま

する名古屋市が取り

いて、施設を見学す

ていただきました。

れからの仕事に役立

た、研修の実施にあ

コブ氏

で材料

金属、

料を対

ついて

まれ、

高さや

（写真 右）は、セベラン・

科学を教えておられます。

セラミックス、プラスチッ

象とし、その評価技術、表

実施しました。また、企業

製品に対して行われる評価

、環境への配慮といった点

プライ工芸大学

今回の研修は、

クなど様々な材

面処理技術等に

訪問にも取り組

技術のレベルの

に感心しておら

た

だ

りまして、ご多忙中にもか

きました関係者の皆様にお

わらずご協力をいた

礼申し上げます。

れまし

電子

真 左

人材情

ます。

きるよ

た。

技術コースのエリザムシ

）はマレーシア政府に勤務さ

報システムの維持管理業務

そこで、新しいシステム技術

う研修を進めました。特に、

ャ・ハサン氏（写

れ、政府職員の

に従事されてい

を幅広く習得で

住民基本台帳ネッ

（有機材料研究

（情報技術研究

室長 平野 幸治）

室長 加藤 峰夫）

李

李



メカ

の名の

金属粉

もポピ

ニカルアロイング（以後

通り、“機械的に”合金化

末（原料）をボールミリン

ュラーです。たとえば、鉄

、 ）とは、そ

する方法です。

グする手法が最

粉末とクロム粉

あ

“

は

合

るいは、次のような場合

機械的”であることを示し

二相分離型と言って、通常

わせです。溶解法で作ろ

も、合金化の機構が

ています。 と

は合金化しない組み

うとしても、 結晶

末とニ

合で投

ステ

す。原

ムは原

化学反

ういう

ッケル粉末を

入してボールミリングす

ンレス）粉末が出来上がる

子レベルに混ざります。合

料の組み合わせにより異な

応が大きく関与する場合も

ことが起きないものでも

（ ％）の割

れば （

、という具合で

金化のメカニズ

り、固相拡散や

ありますが、そ

“機械的に”原子

と

製

わ

作

処

粒

相

結晶に分離してしまいま

すると、 原子と 原子

された合金になります。ち

られた 合金に（平衡

理を施すと、（超）微細な

」の 相に分離します。こ

拡散が合金化とは逆の分離

す。これを で作

が強制的に混ざり合

なみに、この で

状態に戻す為の）熱

「 結晶粒 結晶

の組み合わせでは固

の方へ向くからです。

レベル

ルを示

接され

また圧

とすれ

にまで合金化されます。図

します。金属 （黒）と金

て厚みが になるとしま

接、と繰り返すモデルで

として計算すると

ば 回で、 は原子

に一つのモデ

属 （白）が圧

す。それを重ねて

す。 、

回で、

個の大きさにな

の

市

や

と

す

さて、 は元々、 （

作製法としてインコ社で開

販されているインコネル

インコロイ （ 基合

名付けられた製品は、

。それ以前の材料よりも高

酸化物分散強化合金）

発された手法です。

（ 基合金）

金）など「 」

で作製された材料で

温強度・耐熱温度・

ります

は機械

示して

（ 回

す。

。単純化されたこのモデル

的機構のみでも合金化が可

います。実際、このモデ

繰り返し圧延）で合金化が

は、理屈の上で

能であることを

ルと同様の実験

確認されていま

耐

ビ

造

に

れ

今

効

酸化性が大幅にアップして

ン等に使われています。こ

用材料の製法として登場し

よりアモルファス合金作製

たことをきっかけに世界中

では種々の機能性材料・構

な方法として多用されてい

いるため、ガスター

のように、 は構

ました。その後、

可能なことが報告さ

に研究の火がつき、

造用材料の作製に有

ます。

図 のモデル図

抵

る

ご

当所でも の研究を行っ

の合金を作製可能で、商用

製法です。幅広い材料に応

相談をお待ちしております

（金属技術研

ています。 は大

を検討する価値のあ

用が期待できます。

。

究室 橋井 光弥）
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